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「
和
蘭
内
景
・
医
範
提
綱
」
は
、
わ
が
国
で
は
じ
め
て
オ
ラ
ン
ダ
の
内
科
書
を
翻
訳
し
「
西
説
内
科
撰
要
」
と
題
し
て
寛
政
四
年
（
一
七
九

二
）
に
刊
行
し
た
津
山
藩
医
宇
田
川
玄
随
（
槐
園
）
の
養
嗣
子
・
宇
田
川
玄
真
（
榛
斎
）
（
一
七
六
九
’
一
八
二
四
）
の
著
し
た
解
剖
・
生
理
に
関

一
、
は
じ
め
に

「
医
範
提
綱
」
に
み
る
生
理
機
能
の
説
明

「
重
訂
・
解
体
新
書
」
と
比
較
し
て

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
間
訳
内
科
苦
、
生
理
機
能
と
構
造

〔
要
旨
〕
「
医
範
提
綱
」
は
わ
が
国
で
初
め
て
オ
ラ
ン
ダ
内
科
を
紹
介
し
た
宇
田
川
玄
随
の
錐
刷
子
・
宇
田
川
玄
真
が
数

冊
の
蘭
耆
の
翻
訳
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
三
十
巻
に
も
及
ぶ
大
作
を
そ
の
弟
子
の
藤
井
方
享
（
諏
訪
俊
と
も
い
う
）
が
よ

り
多
く
の
人
に
読
ん
で
貰
う
た
め
に
三
巻
に
要
約
し
て
一
八
○
五
年
に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
吉
の
刊
行
に
よ

っ
て
人
体
の
内
部
臓
器
の
構
造
や
そ
の
働
き
の
凡
そ
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
実
地
医
療
の
拠
り
所
が
樹
立
さ
れ
た
と
い
う

点
で
画
期
的
な
書
と
い
え
る
。
大
槻
玄
沢
が
師
の
杉
田
玄
白
の
依
頼
に
よ
っ
て
解
体
新
普
の
不
備
不
足
誤
り
の
点
を
補

っ
て
重
訂
解
体
新
書
を
書
き
、
そ
の
吾
の
中
に
も
臓
器
の
機
能
に
関
す
る
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
害
と

比
較
参
考
に
し
た
。

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
六
巻
第
二
号
平
成
十
一
年
三
月
二
十
六
日
受
付

平
成
十
二
年
三
月
二
十
日
発
行
平
成
十
一
年
十
月
十
六
日
受
理

長
与
健
夫
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（
１
）
（
２
）

す
る
訳
書
で
、
文
化
二
年
二
八
○
五
）
に
上
梓
さ
れ
た
。

玄
真
は
こ
の
年
以
前
に
既
に
そ
の
内
容
を
「
遠
西
医
範
」
と
題
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
三
十
巻
も
の
大
部
で
あ
っ
た
の
で
、

彼
の
門
人
の
藤
井
方
亭
（
士
徳
、
諏
訪
俊
と
も
い
う
）
が
カ
ナ
文
字
交
り
の
国
語
体
で
三
巻
に
要
約
し
、
三
年
後
に
付
け
加
わ
っ
た
亜
欧
堂

田
善
作
の
「
内
景
銅
版
図
」
と
と
も
に
、
広
く
和
蘭
医
学
を
学
ぼ
う
と
す
る
医
師
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
吉
の
特
長
は
、
解
剖

（
３
）
Ｉ
（
６
）

の
み
で
な
く
各
臓
器
や
組
織
の
機
能
に
関
す
る
記
載
が
比
較
的
多
い
こ
と
で
あ
る
。

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
杉
田
玄
白
ら
に
よ
り
「
解
体
新
書
」
が
刊
行
さ
れ
た
折
に
は
、
漢
方
医
か
ら
の
非
難
、
中
傷
ば
か
り
で
な
く
、
旧

弊
を
破
ろ
う
と
す
る
古
医
方
家
の
吉
益
東
洞
ら
さ
え
も
そ
の
著
「
医
断
」
の
中
で
〃
屍
体
を
い
く
ら
解
剖
し
て
も
何
ら
医
療
の
役
に
は
立
た

な
い
〃
と
批
判
的
で
あ
っ
た
。
形
と
そ
の
働
き
と
は
物
事
の
表
と
裏
の
よ
う
な
も
の
で
、
各
臓
器
や
組
織
の
構
造
や
形
態
を
知
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ら
の
も
つ
作
用
も
或
る
程
度
推
測
出
来
、
さ
ら
に
そ
の
機
能
を
よ
り
良
く
知
る
た
め
に
動
物
を
使
っ
た
実
験
を
行
う
人
も
出
る
に

り
、
亭
仁

至
っ
た
。

「
医
範
提
綱
」
（
以
下
提
綱
と
略
記
）
で
は
人
体
の
構
造
（
内
景
）
を
上
、
中
、
下
腔
の
各
臓
器
及
び
骨
、
筋
、
膜
、
繊
維
な
ど
の
十
器
に
分

け
て
記
載
し
て
お
り
、
玄
真
が
提
綱
の
原
書
と
し
た
オ
ラ
ン
ダ
害
は
ゴ
ル
テ
ル
の
「
簡
明
内
科
治
療
書
」
（
一
七
四
四
刊
）
の
ほ
か
ブ
ラ
ン
カ
ル

ト
、
パ
ル
ヘ
ィ
ン
、
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ウ
、
ヘ
ル
ヘ
ィ
ン
な
ど
で
あ
る
が
、
各
書
が
い
つ
刊
行
さ
れ
た
の
か
年
月
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
も
あ

る
｢

以
下
各
臓
器
別
に
記
載
す
る
が
、
こ
の
論
文
の
主
眼
は
生
理
に
あ
る
の
で
、
解
剖
の
み
に
関
す
る
記
述
は
努
め
て
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。

ア
脳
髄
と
神
経

二
各
臓
器
・
組
織
に
つ
い
て
の
説
明

脳
髄
ハ
精
神
ノ
府
ナ
リ
。
脳
髄
ノ
霊
液
ヲ
造
ル
機
（
ぐ
あ
い
）
ハ
、
心
臓
常
二
血
ヲ
動
豚
ョ
リ
淡
黒
髄
（
灰
白
質
）
二
上
輸
シ
、
淡
黒
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、

イ
、
し

常
二
全
躯
二
環
流
ス
ル
ナ
リ
。

心
ハ
血
ノ
府
ナ
リ
。
其
体
質
ハ
悉
ク
筋
ニ
テ
織
り
成
ス
ヲ
以
テ
、
血
ノ
出
能
ス
ル
ニ
従
上
常
二
動
キ
テ
縮
張
ス
。
即
チ
縮
ム
時
ハ
左

室
ノ
血
ハ
動
豚
幹
（
大
動
脈
）
二
射
出
シ
、
右
室
ノ
血
ハ
肺
動
豚
二
射
出
シ
テ
両
室
虚
シ
。
張
ル
ト
キ
ハ
静
脈
幹
（
大
静
脈
）
ノ
血
ハ
右

室
二
射
入
シ
、
肺
静
脈
ノ
血
ハ
左
室
二
射
入
シ
テ
両
室
盈
ッ
。
斯
ノ
如
ク
互
二
盈
虚
、
出
納
シ
テ
須
夷
（
す
こ
し
）
モ
休
ム
コ
ト
ナ
ク
、

神
経
二
流
注
ス
。

髄
コ
レ
ヲ
泌
別
シ
テ
精
液
ヲ
取
り
白
髄
（
白
質
）
二
参
入
シ
、
漸
ク
煉
熟
シ
テ
純
ラ
（
も
っ
ぱ
ら
）
霊
妙
ノ
液
卜
成
シ
、
其
中
二
蓄
エ
テ

じ
わ
る
）
シ
テ
見
エ
難
シ
。

霊
液
ハ
脳
髄
卜
脊
髄
ョ
リ
出
ヅ
。
其
ノ
質
ハ
清
稀
ニ
シ
テ
透
明
ナ
リ
。
其
中
二
自
然
二
神
気
ヲ
含
ミ
神
経
二
流
通
シ
テ
全
身
ヲ
彌
満

ス
。
然
し
ド
モ
脳
ハ
霊
液
ノ
宗
源
ナ
レ
バ
、
常
二
充
盈
、
統
会
（
支
配
）
シ
テ
神
明
不
測
ノ
妙
用
ヲ
致
シ
、
万
物
二
応
感
シ
、
衆
務
ヲ
総

理
シ
、
百
骸
（
身
体
）
ヲ
主
宰
ス
。
コ
レ
即
チ
精
神
ナ
リ
。

神
経
ハ
白
色
ノ
線
條
ニ
シ
テ
、
表
ハ
膜
ヲ
被
り
裏
ハ
脳
ノ
白
質
ト
其
質
ヲ
同
フ
シ
テ
中
実
ナ
リ
。
然
し
ド
モ
霊
液
能
ク
其
中
ヲ
浸
透

シ
テ
流
通
ヲ
ナ
ス
。
幹
ノ
太
キ
ハ
鶏
ノ
羽
管
ノ
如
ク
、
支
別
ノ
末
梢
二
至
ラ
バ
毫
髪
（
筆
の
穂
先
）
ノ
如
ク
、
全
身
諸
器
ノ
質
二
間
錯
（
ま

凡
ソ
神
経
ノ
用
ニ
ニ
用
ア
リ
。
一
ハ
意
識
ノ
用
ヲ
ナ
シ
、
一
ハ
運
化
ノ
用
ヲ
ナ
ス
。
意
識
ノ
用
ヲ
ナ
ス
神
経
ハ
、
身
体
諸
部
己
ガ
意

二
随
イ
テ
運
用
ス
ル
ノ
諸
器
二
循
リ
テ
、
視
驍
臭
味
、
感
触
、
知
覺
、
動
揺
、
屈
伸
等
ノ
官
能
ヲ
ナ
サ
シ
メ
、
運
化
ノ
用
ヲ
ナ
ス
神
経

ハ
、
己
ガ
意
二
從
ハ
ズ
シ
テ
自
然
二
運
動
ス
ル
ノ
諸
器
二
循
リ
テ
、
呼
吸
ノ
出
納
、
飲
食
ノ
消
化
、
血
液
ノ
運
行
等
ノ
官
能
ヲ
ナ
サ
シ

ム
。

豊
頂
ノ
左
右
二
耳
ノ
如
キ
モ
ノ
著
ク
。
之
ヲ
心
耳
卜
曰
フ
。
両
耳
モ
亦
中
空
ニ
シ
テ
、
左
耳
ハ
左
室
二
、
右
耳
ハ
右
室
二
通
ズ
。
又
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ウ
肺其
室
ハ
微
細
ノ
膜
嚢
（
肺
胞
）
畳
積
叢
籏
シ
、
コ
レ
ニ
気
管
ノ
支
末
卜
動
静
二
豚
ノ
末
梢
及
ビ
神
経
連
属
シ
、
全
囲
マ
タ
膜
（
肋
膜
）

エ
冑
・
腸

胄
ノ
裏
面
ノ
膜
（
粘
膜
）
ハ
、
縦
二
寛
（
ひ
ろ
）
ク
シ
テ
雛
檗
（
ひ
だ
）
ヲ
ナ
ス
。
故
二
受
ケ
容
ル
ル
ノ
飲
食
暫
ク
之
二
留
リ
テ
、
速

二
滑
脱
シ
下
ラ
ズ
。
其
際
（
あ
い
だ
）
二
胄
中
ノ
温
媛
ニ
テ
烹
熟
シ
、
且
胄
二
循
ル
神
経
卜
筋
膜
ノ
機
関
（
は
た
ら
き
）
ニ
テ
冑
徐
々
二

縮
張
シ
、
雛
袰
自
ラ
相
摩
擦
シ
テ
食
物
ヲ
摩
燗
（
と
ろ
か
す
）
シ
、
又
其
縮
張
ノ
機
転
（
は
た
ら
き
）
ニ
テ
漸
次
二
下
口
（
幽
門
部
）
二
移

縮
張
シ
、

シ
腸
二
輪

又
動
静
二
脈
ノ
支
末
（
毛
細
血
管
）
ハ
悉
ク
細
嚢
ヲ
纒
絡
ス
（
ま
と
い
つ
く
）
。
故
二
気
管
ョ
リ
吸
入
ス
ル
ノ
気
細
雲
二
充
張
ス
レ
バ
、

其
気
二
豚
ノ
細
絡
二
透
（
と
お
）
リ
テ
血
中
二
入
ル
。
此
二
由
テ
血
能
ク
気
（
酸
素
）
ヲ
含
ミ
テ
活
溌
二
稀
澳
（
と
け
ち
る
）
シ
、
自
ラ
流

動
ヲ
ナ
ス
ナ
リ
。

細
嚢
ハ
葡
萄
子
二
比
ズ
ベ
シ
。

心
ヲ
囲
包
ス
ル
厚
膜
ア
リ
。
之
ヲ
心
嚢
卜
謂
フ
。

虚
里
ノ
動
ハ
心
ノ
尖
尾
ノ
動
キ
テ
外
二
響
ク
ナ
リ
。
心
ハ
胸
ノ
左
方
二
筒
（
よ
）
リ
、
特
二
尖
尾
ハ
左
二
勾
（
ま
が
）
リ
些
（
す
こ
）

シ
前
二
向
テ
正
シ
ク
左
乳
下
肋
骨
ノ
裏
面
二
当
ル
。
故
二
両
室
縮
張
ノ
動
揺
二
随
テ
常
二
此
処
二
響
ク
ナ
リ
。

ニ
テ
統
包
ス
。

気
管
ノ
諸
支
末
其
ノ
細
雲
二
連
ル
ノ
状
、
恰
モ
葡
萄
子
ノ
枝
二
濱
（
あ
つ
ま
）
リ
鑿
（
か
か
）
ル
ガ
如
シ
。
気
管
ハ
枝
條
二
比
ス
ベ
ク
、

胃
ノ
裏
面
ノ
膜
ョ
リ
常
二
津
唾
（
つ
ば
き
）
ノ
如
キ
稀
（
う
す
）
キ
液
ヲ
彦
出
ス
。
之
ヲ
胄
液
卜
謂
フ
。
此
液
飲
食
二
混
和
シ
能
ク
醸

（
お
ノ
、
）
ル
。
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オ
肝
・
胆

肝
ノ
質
ハ
腺
。
動
静
二
豚
、
門
豚
、
胆
液
管
、
神
経
、
水
脈
、
交
錯
会
組
（
入
り
ま
じ
る
）
シ
、
外
面
膜
ニ
テ
被
包
ス
。

門
豚
ノ
幹
ハ
肝
中
二
入
リ
テ
細
分
シ
、
其
支
末
皆
腺
二
連
リ
テ
血
ヲ
輪
（
お
く
）
ル
。
腺
コ
レ
ヲ
受
テ
胆
液
ヲ
泌
別
シ
、
血
ハ
肝
ノ
静

脈
ョ
リ
静
豚
幹
一
一
還
シ
、
胆
液
ハ
胆
液
管
二
輪
ル
。

胆
液
管
ハ
微
細
ノ
管
ニ
シ
テ
偏
ク
肝
中
ノ
腺
ョ
リ
起
り
、
胆
液
ヲ
腺
二
受
ヶ
肝
中
二
於
テ
会
集
シ
テ
ニ
管
ト
ナ
ル
。
一
ハ
細
少
ニ
シ

テ
肝
ヨ
リ
胆
ノ
側
面
二
連
リ
、
胆
液
ヲ
胆
二
納
（
い
）
ル
。
之
ヲ
輸
胆
管
ト
謂
フ
。
一
ハ
大
ニ
シ
テ
鶏
羽
管
ノ
如
シ
。
肝
ョ
リ
出
テ
胆
管

二
連
リ
、
胆
液
ヲ
胆
管
ノ
液
二
和
シ
テ
総
管
二
注
グ
。
之
ヲ
肝
管
ト
謂
フ
。
総
管
ト
ハ
肝
管
卜
胆
管
卜
合
シ
テ
ー
ト
ナ
リ
、
十
二
指
腸

冑
ハ
水
殼
ヲ
摩
燗
ス
レ
ド
モ
未
ダ
消
化
ヲ
ナ
サ
ズ
。
十
二
指
腸
二
下
り
胆
、
膵
二
液
ヲ
注
グ
ー
至
リ
テ
全
ク
醸
熟
シ
、
小
腸
ヲ
行
（
め

ぐ
）
ル
ノ
際
二
壼
ク
消
化
シ
テ
精
粗
ヲ
分
ッ
。
精
液
ハ
即
チ
乳
廃
ニ
シ
テ
悉
ク
乳
廩
豚
二
運
行
シ
、
粗
津
ハ
即
チ
粗
粕
シ
テ
漸
ク
大
腸
ノ

始
メ
ノ
盲
腸
二
伝
エ
、
雲
底
ノ
如
キ
処
二
留
積
シ
テ
次
第
二
転
輸
シ
、
結
腸
一
一
至
テ
結
成
凝
固
シ
尿
ト
ナ
ル
。

大
・
小
腸
ノ
裏
面
ョ
リ
偏
ク
稀
液
ヲ
惨
出
ス
ル
コ
ト
冑
ノ
如
シ
。
此
液
ヲ
腸
液
卜
謂
フ
。
其
質
モ
亦
津
唾
ト
同
ジ
。
此
液
小
腸
ニ
在

テ
ハ
醸
熟
ヲ
資
（
た
す
）
ヶ
、
乳
嘩
ヲ
稀
解
シ
テ
能
ク
乳
嘩
肘
二
流
利
彦
入
セ
シ
ム
。
大
腸
一
一
在
テ
ハ
大
便
ヲ
潤
シ
燥
結
（
か
わ
き
）
ノ

患
ヲ
防
グ
。

熟
ス
ル
ノ
性
ア
リ
テ
津
唾
ト
同
ジ
。
夫
レ
津
唾
ハ
稀
ク
シ
テ
味
上
淡
ナ
レ
ド
モ
、
其
質
徒
（
た
だ
）
二
水
二
非
ズ
。
其
中
揮
発
透
寅
（
つ

き
と
お
る
）
ノ
塩
気
ヲ
含
ミ
、
能
ク
物
二
浸
透
シ
テ
熔
解
融
和
シ
醸
熟
ヲ
ナ
ス
・
故
二
飲
食
ヲ
咀
噛
ス
ル
毎
二
必
ズ
和
シ
テ
化
熟
ヲ
扶
（
た

す
）
ク
。

二
連
リ
、
胆
液
ヲ
、

二
連
ル
者
ヲ
謂
フ
。

肝
ノ
胆
液
ハ
其
色
鮮
黄
ニ
シ
テ
較
（
や
や
）
稀
（
う
す
）
ク
、
標
惇
（
あ
ら
あ
ら
し
い
）
ノ
気
及
ビ
苦
味
モ
倶
二
烈
シ
カ
ラ
ズ
シ
テ
居
恒
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力
膵膵
ハ
其
質
霊
ク
腺
ニ
シ
テ
、
全
身
ノ
腺
ョ
リ
偏
ク
微
細
ノ
管
起
り
、
其
雲
ノ
中
央
二
聚
（
あ
つ
ま
り
）
テ
ー
管
ト
ナ
ル
。
コ
レ
膵
管
ナ

リ
。
此
ノ
管
ノ
端
ハ
膵
ノ
右
端
二
出
テ
總
管
卜
相
並
ピ
十
二
指
腸
二
連
リ
、
合
シ
テ
ー
ト
ナ
リ
其
内
二
通
ス
。

膵
ハ
血
ヲ
動
豚
二
受
ケ
、
泌
別
シ
テ
酸
稀
ノ
渭
汁
ヲ
取
り
其
内
二
蔵
ス
。
コ
レ
膵
液
ナ
リ
。
常
一
一
膵
管
二
流
通
シ
テ
腸
二
注
キ
、
胆

液
ト
和
シ
テ
飲
食
ヲ
消
化
ス
。

キ
脾其
質
ハ
腺
二
血
脈
、
神
経
、
水
液
ヲ
加
エ
テ
組
織
シ
、
膜
ヲ
被
ル
。
柔
軟
ニ
シ
テ
水
綿
ノ
如
シ
。

此
臓
ハ
血
ヲ
動
脈
二
受
ケ
テ
、
血
卜
水
ト
ヲ
分
泌
シ
、
其
稀
水
ハ
水
豚
ョ
リ
乳
廃
管
、
乳
廃
嚢
、
冑
、
膵
其
他
近
傍
ノ
諸
器
二
輪
ル
。

此
液
ハ
徒
（
た
だ
）
二
淡
水
二
非
ズ
、
酸
味
ヲ
帯
ビ
テ
能
ク
物
ヲ
醸
熟
ス
ル
ノ
能
ア
リ
。
故
二
乳
廃
雲
、
乳
廃
管
二
行
テ
ハ
乳
廃
ヲ
醸
熟
、

稀
解
シ
、
膵
二
入
テ
ハ
膵
液
ヲ
授
ケ
、
胄
腸
二
行
テ
ハ
胄
液
、
腸
液
ヲ
稗
（
た
す
）
ク
。
其
純
厚
ノ
稠
血
ハ
門
脈
二
伝
テ
、
肝
ノ
胆
液
ヲ

造稀
ル解
原シ

膵
液
ハ
酸
稀
一
一
シ
テ
能
ク
物
二
透
惨
シ
融
解
、
溶
化
シ
テ
醸
熟
ヲ
作
ス
。
故
二
水
殼
ヲ
化
シ
テ
乳
廃
ト
ナ
ラ
シ
ム
。
其
性
収
赦
清
凉

ナ
ル
ニ
由
テ
燥
洞
ヲ
滋
潤
（
う
る
お
す
）
シ
、
化
熱
ヲ
制
止
シ
、
標
桿
ヲ
抑
挫
（
お
さ
え
る
）
シ
、
汚
濁
ヲ
清
澄
ス
。

胆
・
膵
ノ
ー
液
互
二
制
伏
調
停
シ
テ
乳
嘩
ヲ
製
シ
、
消
化
伝
送
ノ
用
ヲ
ナ
ス
。
又
乳
康
二
混
ジ
血
液
一
一
和
シ
テ
胆
膵
二
液
相
須
（
ま
つ
）

テ
各
其
功
績
ヲ
致
シ
、
皆
人
寒
熱
偏
勝
ノ
害
無
ク
中
和
平
全
ノ
化
ヲ
保
続
ス
ル
ナ
リ
。

（
つ
れ
）
二
腸
二
注
グ
コ
ト
多
シ
・
胆
ノ
胆
液
ハ
其
色
濃
ク
粘
稠
ニ
シ
テ
苦
味
烈
シ
ク
、
性
力
最
モ
強
フ
シ
テ
常
二
腸
二
注
グ
コ
ト
ナ
シ
。

（
も
と
）
ヲ
ナ
ス
。
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ケ
生
殖
器
（
男
性
）

睾
丸
ノ
質
ハ
繊
毫
（
ご
く
わ
ず
か
）
微
細
ノ
管
、
綣
縮
（
ま
き
ち
ぢ
ま
る
）
畳
屈
（
お
り
か
さ
な
る
）
シ
、
其
中
二
微
細
ノ
腺
、
間
錯
（
ま

じ
わ
る
）
シ
、
外
面
ヲ
被
ル
。
試
二
横
断
ス
レ
バ
其
色
淡
白
、
且
畳
屈
セ
ル
細
管
区
々
二
相
湊
リ
テ
周
囲
ョ
リ
中
央
一
一
輻
湊
（
あ
つ
ま
る
）

ス
。
又
其
状
宛
モ
横
断
セ
ル
榿
柚
（
ゆ
ず
）
ノ
切
口
ニ
似
タ
リ
。
或
ハ
横
断
シ
テ
水
二
漬
セ
バ
、
細
管
一
、
二
条
分
解
シ
テ
蜘
蛛
絲
ノ
如

ク

又
別
一
一
上
睾
丸
（
副
睾
丸
）
卜
名
ル
者
ア
リ
。
睾
丸
中
ノ
細
管
六
・
七
条
其
上
面
二
張
り
出
シ
、
畳
屈
、
叢
束
シ
テ
形
長
ク
、
睾
丸
ノ

上
二
著
ク
。
睾
丸
ョ
リ
ハ
小
ニ
シ
テ
白
ク
、
睾
丸
ノ
外
膜
ニ
テ
共
二
被
包
ス
。

精
動
脈
ハ
常
二
血
ヲ
睾
丸
二
輸
リ
、
睾
丸
受
ケ
テ
血
中
ノ
精
水
ヲ
分
泌
シ
、
残
余
ノ
血
ハ
精
静
豚
二
輸
リ
、
静
脈
幹
二
還
ル
。
其
精

其
質
ハ
腺
、
細
管
、
神
経
ニ
テ
織
ヲ
成
シ
、
外
面
膜
ヲ
被
ル
。
但
シ
腺
ハ
專
ラ
表
分
（
皮
質
）
ニ
ア
リ
、
細
管
ハ
叢
束
（
む
ら
が
る
）

シ
テ
裏
ノ
質
（
髄
質
）
ヲ
成
ス
。
又
水
豚
ア
リ
、
外
面
ヲ
纒
テ
腺
二
連
リ
、
水
脈
ヲ
腺
二
受
ケ
流
通
シ
テ
外
面
及
び
近
傍
ノ
諸
器
ヲ
滋
潤

シ
、
末
梢
ハ
皆
乳
嘩
襄
二
連
リ
水
液
ヲ
輪
ル
。
又
内
側
ノ
凹
処
二
動
静
二
幹
豚
ノ
両
支
別
及
ピ
神
経
連
ル
。
其
動
豚
支
ヲ
腎
動
豚
卜
、

其
静
脈
支
ヲ
腎
静
脈
卜
名
ク
。
此
二
豚
又
微
細
二
分
レ
テ
腎
中
二
瀕
蔓
シ
悉
ク
腺
二
連
ル
。
此
二
由
テ
常
二
腎
動
脈
ョ
リ
血
液
ヲ
輪
レ

バ
、
腺
コ
レ
ヲ
受
ケ
テ
、
其
中
ノ
津
余
無
用
ノ
鰔
澄
（
カ
ル
キ
）
ヲ
濾
分
（
こ
し
わ
け
）
シ
、
細
管
一
一
輪
ル
。
細
管
コ
レ
ヲ
受
ケ
テ
悉
ク

腎
孟
ノ
内
二
湊
会
ス
。
此
即
チ
尿
ナ
リ
。

鰄
液
ハ
体
中
ノ
塩
ノ
諸
部
ヲ
養
上
終
リ
タ
ル
漬
（
か
す
）
卜
、
諸
液
ノ
老
廃
シ
テ
無
用
ト
ナ
リ
タ
ル
澄
液
卜
相
混
ジ
テ
血
中
二
在
ル
者

ヲ
謂
フ
。
此
液
血
中
二
在
リ
テ
腎
動
脈
ョ
リ
腎
二
行
ケ
バ
泌
別
シ
テ
尿
ト
ナ
リ
、
動
脈
ノ
細
支
二
從
テ
皮
下
ノ
腺
二
行
ケ
バ
泌
別
シ
テ

汗
ト
ナ
ル
。
故
二
汗
ト
尿
同
ジ
カ
ラ
ズ
ト
錐
モ
、
共
二
血
中
ノ
ー
剰
液
ナ
リ
。

シス
○〔

奴
目
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サ
生
殖
・
受
胎

男
子
ノ
精
、
子
宮
一
一
注
射
ス
レ
バ
、
精
中
二
含
メ
ル
純
粋
精
微
ノ
神
気
自
ラ
刷
叺
管
中
二
寅
透
（
か
く
れ
る
）
シ
、
其
残
津
ハ
復
夕
子

宮
ロ
ョ
リ
膣
二
出
ヅ
。
其
神
気
ハ
刷
叺
管
ヲ
通
行
シ
端
末
ノ
ロ
ョ
リ
卵
巣
二
浸
透
シ
、
其
中
ノ
ー
卵
二
入
ル
。
此
二
於
テ
両
気
合
感
シ

生
機
発
動
シ
テ
、
其
卵
漸
ク
盈
長
シ
活
勢
日
々
二
萌
起
シ
テ
静
蔵
セ
ズ
、
且
巣
中
ノ
諸
豚
管
モ
血
液
充
テ
腫
脹
シ
、
其
卵
ヲ
圧
迫
ス
。

故
二
卵
巣
ノ
外
膜
自
ラ
破
綻
シ
テ
、
卵
其
中
ョ
リ
遜
出
（
ほ
と
ば
し
る
）
シ
、
刷
叺
管
端
ノ
剪
練
コ
レ
ヲ
囲
擁
纒
絡
シ
テ
管
中
二
収
メ
容

レ
、
漸
ク
子
宮
二
納
ル
。
之
二
由
テ
卵
巣
萎
縮
シ
其
包
膜
ノ
破
綻
ノ
処
自
ラ
癒
エ
、
寛
（
つ
い
）
ニ
其
処
疵
痕
ヲ
ナ
ス
。
故
二
産
児
多
少

ノ
数
二
從
テ
、
其
痕
モ
亦
多
少
ア
リ
。

．
生
殖
器
（
女
性
）

子
宮
ノ
体
質
ハ
肉
ノ
如
ク
又
膜
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
甚
ダ
厚
シ
・
孕
メ
バ
延
張
リ
テ
潤
大
ニ
ナ
リ
、
其
底
ハ
膀
或
ハ
膀
上
二
至
ル
。

子
宮
二
血
脈
、
神
経
、
水
豚
偏
ク
連
ル
。
血
豚
ハ
小
腹
内
二
於
テ
動
静
二
幹
各
左
右
両
支
ヲ
生
ジ
、
共
二
子
宮
二
循
行
シ
テ
復
夕
多

ク
ノ
支
別
ヲ
分
チ
、
子
宮
ヲ
纒
絡
ス
。
又
精
動
脈
、
精
静
脈
ノ
多
ク
ノ
支
別
、
左
右
卵
巣
ヨ
リ
子
宮
ヲ
絡
フ
。

卵
巣
ノ
質
ハ
微
細
ノ
膜
卜
繊
毫
ノ
管
ト
ヲ
錯
綜
、
合
織
シ
テ
成
ル
。
畢
寛
之
レ
一
種
ノ
腺
ナ
リ
。
其
中
二
小
膜
嚢
ア
リ
。
大
小
一
ナ

ラ
ズ
然
し
ド
モ
大
約
黎
豆
（
く
る
ま
め
）
ノ
如
シ
。
少
女
、
老
婦
ハ
倶
二
小
ナ
リ
。
其
数
多
少
ア
リ
卜
錐
モ
大
抵
一
卵
巣
一
三
十
許
（
ほ

ど
）
ア
リ
。
此
ヲ
卵
卜
謂
フ
。
卵
中
二
清
澄
ノ
液
充
チ
是
即
チ
精
ナ
リ
。
試
ニ
コ
レ
ヲ
煮
レ
バ
凝
固
シ
テ
色
味
倶
二
鶏
子
白
ノ
如
シ
。

ハ
睾
丸
中
ノ
細
管
二
浸
透
流
通
シ
、
其
際
一
一
粋
中
剰
余
ノ
水
液
ヲ
水
脈
二
注
泄
シ
、
精
静
脈
ノ
血
二
混
ズ
。
之
二
由
テ
其
精
醇
厚
ニ
ナ

リ
、
睾
丸
ノ
細
管
ヲ
歴
テ
上
睾
二
行
ク
。
又
上
睾
細
管
ヲ
流
廻
ス
ル
際
二
、
再
ビ
精
中
二
残
リ
シ
水
液
分
利
シ
テ
水
豚
二
注
泄
シ
、
其

精
全
ク
純
粋
二
熟
成
ス
ル
ニ
至
リ
テ
輸
精
管
二
輸
ル
。
故
に
睾
丸
ハ
精
ヲ
造
リ
テ
資
生
ノ
基
趾
（
も
と
い
）
ヲ
建
ル
大
貴
重
ノ
器
ト
ス
。
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ス
骨骨
一
三
様
ア
リ
。
一
ハ
手
足
ノ
骨
ノ
如
キ
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
中
空
一
一
シ
テ
管
ノ
如
ク
、
其
中
二
充
填
ス
ル
物
ヲ
骨
髄
卜
謂
フ
。
髄
中
二

粘
稠
ノ
液
ア
リ
、
之
ヲ
髄
液
卜
請
う
。
一
ハ
頭
蓋
骨
、
胸
、
肋
骨
等
空
管
ナ
ラ
ズ
、
又
骨
髄
ナ
ク
唯
霜
疎
一
一
シ
テ
髄
液
ノ
ミ
満
ッ
。

シ
腺腺
ハ
血
ヲ
動
脈
二
受
ヶ
其
中
ノ
諸
液
ヲ
分
泌
ス
ル
ノ
器
ナ
リ
。
故
二
表
裏
諸
部
大
抵
有
ラ
ザ
ル
処
ナ
シ
。
其
質
ハ
微
細
ノ
膜
襄
卜
繊

微
ノ
細
管
ト
ヲ
交
錯
、
会
織
シ
、
外
囲
二
膜
ヲ
被
ル
。
故
二
柔
軟
ニ
シ
テ
水
綿
ノ
如
シ
。
大
小
、
形
状
及
ピ
組
織
ノ
粗
密
ハ
所
在
二
従

テ
同
ジ
カ
ラ
ズ
。
其
質
ヲ
ナ
ス
繊
維
ノ
細
管
ハ
、
動
脈
、
静
脈
、
神
経
、
水
脈
ノ
支
末
及
ピ
送
輸
管
卜
会
組
シ
テ
成
ル
ナ
リ
。

凡
ソ
此
器
ノ
所
在
二
就
テ
諸
液
ノ
惨
泌
ス
ル
ノ
ー
、
ニ
ヲ
例
ス
ル
ニ
、
周
身
ノ
皮
下
ニ
在
テ
ハ
蒸
気
、
及
ビ
汗
ヲ
出
シ
、
咽
喉
、
眼

胞
、
眼
皆
ナ
ド
ノ
膜
裏
二
在
テ
ハ
津
唾
、
涕
涙
ヲ
出
シ
、
気
管
ノ
裏
面
ニ
在
テ
ハ
稀
液
ヲ
出
シ
滋
潤
シ
テ
呼
吸
ノ
気
二
由
テ
乾
燥
ス
ル

コ
ト
無
カ
ラ
シ
ム
。
冑
・
腸
ノ
裏
面
一
一
在
テ
ハ
胃
液
、
腸
液
ヲ
出
シ
テ
飲
食
ヲ
化
熟
シ
、
晴
ま
（
つ
ま
る
）
、
燥
結
（
か
わ
く
）
ノ
患
無
ラ

シ
ム
。
乳
房
ニ
在
テ
ハ
乳
汁
ヲ
出
シ
、
睾
丸
ニ
在
テ
ハ
精
ヲ
出
シ
、
肝
二
在
テ
ハ
胆
液
ヲ
膵
一
一
在
テ
ハ
膵
液
ヲ
出
シ
、
腎
二
在
テ
ハ
尿

ヲ
出
ス
等
、
特
二
腋
下
、
項
、
頚
、
腹
股
、
合
縫
ノ
処
及
ビ
諸
骨
ノ
関
節
等
總
テ
屈
伸
運
動
ノ
処
ニ
ハ
必
ズ
此
器
ア
リ
テ
、
津
液
ヲ
分

利
シ
滋
潤
シ
テ
滑
利
ナ
ラ
シ
ム
。
其
分
泌
ス
ル
諸
液
ノ
同
ジ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
、
此
器
ヲ
組
織
ス
ル
ノ
疎
密
卜
其
細
管
ノ
大
小
卜
各
々
斎
（
ひ

と
し
）
シ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
由
ル
。

子
宮
二
来
リ
舎
（
定
着
）
ス
ル
ノ
卵
ハ
即
チ
胚
胎
ニ
シ
テ
、
日
々
二
漸
ク
生
息
シ
、
子
宮
内
ノ
血
絡
卵
ノ
外
膜
ヲ
絡
上
聚
（
あ
つ
め
）

テ
終
（
つ
い
）
二
胞
衣
ヲ
成
シ
、
又
其
中
ョ
リ
動
静
二
豚
ノ
支
別
、
卵
中
二
連
テ
膳
帯
ト
ナ
リ
、
常
二
胞
衣
ョ
リ
血
ヲ
往
来
シ
、
栄
養
、

長
育
ヲ
ナ
ス
ナ
リ
。



長与健夫：「医範提綱」にみる生理機能の説明 186

「
重
訂
・
解
体
新
書
」
（
以
下
「
重
解
」
と
略
）
の
原
稿
は
、
「
医
範
提
綱
」
（
以
下
「
提
綱
」
と
略
）
の
刊
行
よ
り
や
や
前
の
時
期
に
、
大
槻
玄

沢
（
一
七
五
七
’
一
八
二
七
）
が
師
の
杉
田
玄
白
ら
が
刊
行
し
た
「
解
体
新
書
」
の
内
容
の
補
足
、
充
実
、
誤
訳
の
訂
正
な
ど
を
依
頼
さ
れ
て
、

約
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
書
き
あ
げ
た
が
、
な
お
意
に
満
た
な
い
点
が
あ
る
と
し
て
解
体
新
書
の
原
著
者
ク
ル
ム

ス
の
デ
ィ
ク
テ
ン
に
よ
る
蘭
訳
書
の
他
に
五
種
類
ほ
ど
の
舶
載
藺
書
を
参
考
に
し
て
、
そ
れ
か
ら
二
十
五
年
以
上
経
っ
た
文
政
九
年
（
一
八

（
７
）
Ｉ
（
Ⅲ
）

二
六
）
に
漸
く
刊
行
さ
れ
た
。
（
既
に
玄
白
は
そ
の
十
年
も
前
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
玄
沢
も
刊
行
の
翌
年
に
死
亡
し
て
い
る
。
）

な
お
十
器
に
は
こ
れ
以
外
に
表
皮
、
水
豚
、
乳
嘩
豚
、
腸
間
膜
、
靱
帯
、
膜
、
繊
維
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

セ
筋筋
ハ
全
躯
骨
上
二
偏
ク
布
置
シ
、
或
ハ
腔
内
諸
器
二
在
リ
テ
屈
伸
、
運
動
、
縮
張
、
緩
急
ヲ
主
ル
ノ
器
ナ
リ
。

筋
ノ
体
質
ハ
動
脈
、
静
脈
、
神
経
、
水
脈
、
膜
ノ
細
條
、
繊
維
及
ビ
腱
ヲ
会
組
合
織
シ
、
外
囲
二
膜
ヲ
被
上
成
ス
。
其
中
血
脈
、
繊

維
特
二
居
多
ニ
シ
テ
、
血
常
二
運
行
往
来
シ
充
満
ス
。
故
二
其
色
紅
赤
ナ
リ
。

筋
ガ
腔
内
ヲ
成
ス
モ
ノ
ノ
代
表
ハ
心
臓
ニ
シ
テ
、
ソ
レ
ハ
筋
ニ
テ
体
質
ヲ
成
シ
、
血
豚
、
気
管
、
胃
腸
、
膀
胱
等
凡
テ
伸
縮
、
弛
緩

ノ
機
転
ヲ
作
ス
器
ニ
ハ
皆
筋
ア
リ
テ
膜
ノ
如
ク
被
上
、
或
ハ
厚
ク
塁
（
か
さ
な
）
リ
陸
属
シ
テ
其
用
ヲ
ナ
ス
。

三
「
医
範
提
綱
」
と
「
重
訂
・
解
体
新
書
」

骨
ノ
外
面
二
膜
ヲ
被
ル
。
此
ヲ
骨
膜
卜
謂
フ
。
血
絡
、
神
経
、
弥
蔓
セ
リ
。
骨
ニ
ハ
神
経
ナ
キ
ュ
エ
ニ
知
覚
ヲ
ナ
サ
ズ
。
骨
痛
ヲ
覚

ユ
ル
ハ
骨
膜
ノ
痛
ニ
シ
テ
、
骨
ノ
痛
二
非
ズ
。

骨
髄
ハ
其
質
極
メ
テ
微
細
ノ
膜
嚢
叢
束
シ
、
此
物
大
骨
ノ
空
管
中
二
充
填
シ
、
血
絡
、
神
経
連
絡
シ
、
形
チ
筋
条
ノ
如
ク
赤
色
ナ
リ
。
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何
故
に
改
訂
版
の
出
版
ま
で
に
こ
の
よ
う
な
長
い
年
月
を
要
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
よ
く
判
っ
て
い
な
い
が
、
玄
白
か
ら
依
頼
を
受
け
た

当
時
既
に
玄
沢
は
「
蘭
学
階
梯
」
の
刊
行
に
よ
っ
て
〃
時
の
人
″
と
な
っ
て
お
り
、
芝
藺
堂
の
経
営
、
新
元
会
の
主
宰
、
化
政
期
に
入
る
と

幕
府
方
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
、
馬
場
佐
十
郎
を
は
じ
め
と
す
る
蛮
書
和
解
御
用
方
の
人
達
と
共
に
西
洋
百
科
辞
典
の
翻
訳
と
い
う
大
事
業
「
厚

生
新
編
」
の
編
纂
（
未
刊
に
終
わ
る
）
、
さ
ら
に
高
名
な
外
科
医
ハ
イ
ス
テ
ル
の
原
著
、
ウ
ル
ホ
ル
ン
藺
訳
の
外
科
書
の
和
訳
「
瘍
医
新
書
」
の

発
刊
な
ど
で
多
忙
を
極
め
、
「
重
解
」
の
改
訂
に
専
念
す
る
時
間
の
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
も
一
因
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

著
者
の
手
許
に
あ
る
寛
政
十
年
玄
沢
が
附
言
を
書
い
た
「
重
解
」
は
、
そ
の
序
巻
を
含
め
和
綴
七
巻
の
大
冊
で
本
文
は
す
べ
て
漢
文
で
書

か
れ
て
お
り
、
各
臓
器
や
組
織
に
つ
い
て
の
説
明
は
夫
々
の
項
の
冒
頭
の
漢
字
を
当
て
た
ラ
テ
ン
語
名
、
オ
ラ
ン
ダ
語
名
に
始
ま
っ
て
詳
細

を
き
わ
め
て
い
る
が
、
「
提
綱
」
と
対
比
し
て
み
る
と
内
容
そ
の
も
の
に
基
本
的
な
相
違
は
余
り
見
ら
れ
な
い
。
参
考
に
し
た
蘭
訳
書
の
殆
ど

が
玄
真
の
「
提
綱
」
の
そ
れ
と
重
複
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
紙
面
の
都
合
上
こ
こ
で
は
「
提
綱
」
に
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
い
く
つ
か
の
点
だ
け
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

一
現
在
の
言
葉
で
い
う
〃
毛
細
血
管
〃
は
物
質
の
代
謝
、
局
所
の
栄
養
補
給
、
さ
ら
に
液
の
分
泌
・
吸
収
な
ど
生
理
機
能
の
理
解
の
面

で
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
が
、
「
重
解
」
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
動
血
豚
の
小
支
細
別
し
て
終
を

な
す
の
処
、
静
血
脈
の
少
支
細
絡
し
て
始
を
な
す
の
処
と
相
接
し
て
一
止
一
起
し
自
然
に
一
道
管
を
な
す
な
り
。
其
二
豚
口
を
接
す
る
処

名
け
て
相
呂
と
日
ふ
。
蓋
し
血
液
の
常
に
往
来
、
循
環
し
て
息
ま
ざ
る
所
以
は
、
此
接
合
の
機
会
有
る
を
以
て
な
り
。
．
．
…
・
按
ず
る
に
人
身

全
体
を
循
行
す
る
所
の
径
豚
、
大
小
、
長
短
、
千
支
万
別
有
り
と
錐
も
往
還
の
二
途
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
」
と
、
未
だ
代
謝
の
観
念
が
定
着
す

二
顕
微
鏡
は
既
に
十
六
世
紀
の
終
り
に
オ
ラ
ン
ダ
人
ヤ
ン
セ
ン
が
対
物
レ
ン
ズ
と
接
眼
レ
ン
ズ
を
組
合
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
創
始
さ

れ
、
そ
の
後
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
や
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ク
ら
に
よ
っ
て
十
七
世
紀
の
半
ば
頃
ま
で
に
は
赤
血
球
や
精
子
な
ど
の
微
小
な
も
の

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
「
重
解
」
巻
五
の
解
体
総
括
篇
第
一
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。
「
此
器
大
小
、
精
粗
、
数
種

る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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三
物
の
働
き
を
知
る
に
は
た
だ
そ
れ
を
観
察
し
て
い
る
だ
け
で
は
い
つ
に
な
っ
て
も
判
ら
な
い
こ
と
は
山
脇
東
洋
及
び
そ
の
門
下
の
俊

才
・
永
富
独
哺
庵
が
指
摘
し
た
通
り
で
、
そ
こ
に
実
測
究
理
の
考
え
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
医
学
、
医
療
特
に
生
理
の
面
で
は
生
き
た
動

物
の
解
剖
に
よ
る
試
験
が
そ
の
間
隙
を
埋
め
て
く
れ
る
。
文
化
二
年
二
八
○
五
）
に
伏
屋
素
狄
が
兎
を
使
っ
て
腎
の
尿
生
成
に
関
す
る
証
明

実
験
を
行
っ
た
の
は
特
筆
に
値
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
「
重
解
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
「
人
体
を
解
剖
す
る
は
屡
々
之
を
得
難

し
。
故
に
須
ら
く
獣
屍
を
解
き
て
物
を
弁
じ
理
を
究
め
、
以
て
之
を
人
体
に
推
す
べ
し
。
生
を
解
き
て
以
て
其
の
活
動
の
機
、
運
行
の
用
を

実
験
せ
ん
と
欲
す
る
に
は
、
此
に
非
ざ
れ
ぱ
則
ち
絶
え
て
之
を
施
す
に
由
無
し
・
」
と
。

あ
り
。
凡
そ
解
剖
の
時
に
臨
み
て
之
を
用
ふ
れ
ば
、
徹
密
、
微
毫
、
肉
眼
で
は
見
難
き
も
の
も
能
く
燦
然
、
著
明
な
ら
し
む
」
と
。
然
し
ミ

ク
ロ
ト
ー
ム
を
使
っ
た
組
織
標
本
の
作
製
と
い
う
方
法
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
は
、
臓
器
、
組
織
の
内
部
構
造
を
詳
細
、
明
瞭
に
把
握
す
る
こ

「
提
綱
」
が
書
か
れ
た
時
期
は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
発
祥
の
地
の
西
欧
で
も
顕
微
鏡
を
用
い
た
細
胞
や
組
織
の
観
察
や
研
究
、
生
化
学
の
未
発

達
の
た
め
に
外
分
泌
と
内
分
泌
と
は
未
だ
区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
機
械
・
器
具
も
未
発
達
で
、
肉
眼
で
は
把
え
難
い
が
重
要
な
働
き
を
も
つ

腎
の
糸
球
体
や
膵
島
な
ど
は
そ
の
存
在
を
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
ま
た
腎
腺
（
副
腎
）
に
関
す
る
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
脳
下
垂
体
や
甲
状
腺

な
ど
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
総
じ
て
機
能
に
関
す
る
説
明
は
抽
象
的
で
い
さ
さ
か
漠
然
と
し
て
い
る
の
は
致
し
か
た
の
な
い
と

又
、
化
学
の
知
識
が
未
発
達
で
あ
っ
た
の
で
、
骨
、
血
液
、
胄
腸
液
、
膵
液
、
胆
汁
、
尿
な
ど
の
成
分
や
作
用
、
ミ
オ
シ
ン
や
ア
ク
チ
ン

に
よ
る
筋
肉
の
収
縮
、
肺
胞
に
お
け
る
ガ
ス
交
換
に
よ
る
呼
吸
の
実
態
、
肝
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
産
生
な
ど
に
つ
い
て
も
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

食
物
の
消
化
・
吸
収
に
関
し
て
も
胃
腸
液
の
他
に
胆
液
や
膵
液
な
ど
の
関
与
は
判
っ
て
い
て
も
酵
素
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の

と
は
出
来
な
か
っ
た
。

こ
系
一
で
、
あ
↓
つ
シ
つ
。

四
現
在
の
生
理
学
知
識
か
ら
み
た
批
判
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で
、
尚
そ
れ
ら
の
作
用
に
つ
い
て
の
説
明
が
抽
象
的
で
、
生
殖
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
云
え
る
。

細
菌
の
存
在
や
そ
の
病
因
作
用
は
十
九
世
紀
に
至
る
ま
で
ご
く
僅
か
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
生
理
に
関
す
る
知
識
が
感
染
症

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
疾
患
の
診
断
や
治
療
に
役
立
つ
よ
う
に
な
る
に
は
未
だ
長
い
年
月
を
必
要
と
し
た
。

「
医
範
提
綱
」
を
通
覧
し
て
感
ず
る
の
は
、
各
臓
器
や
組
織
に
つ
い
て
の
説
明
が
今
ま
で
に
記
し
て
き
た
よ
う
な
不
足
（
脳
に
つ
い
て
の
説
明

が
簡
略
に
過
ぎ
、
ま
た
内
分
泌
臓
器
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
こ
と
な
ど
）
、
不
備
（
心
の
弁
膜
の
働
き
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
）
や
誤
り
（
リ

ン
パ
節
を
リ
ン
パ
腺
と
み
、
血
液
の
源
を
骨
髄
と
見
ず
に
乳
嘩
と
考
え
て
い
た
こ
と
な
ど
）
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
大
す
じ
は
よ
く
把
え
ら
れ
て
お
り
、

い
わ
ば
近
代
的
な
医
学
、
医
療
の
夜
明
け
前
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
と
の
印
象
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。

当
初
は
解
剖
学
の
解
説
の
よ
う
な
役
目
を
も
っ
て
い
た
生
理
書
は
、
そ
の
後
高
野
長
英
の
「
医
原
嘔
要
」
天
保
三
年
（
一
八
一
一
三
）
、
広
瀬

元
恭
の
「
人
身
究
理
書
」
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
、
新
宮
凉
庭
の
「
人
身
分
離
則
」
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
な
ど
の
蘭
訳
書
の
刊
行
に
よ
っ

て
、
生
理
学
独
自
の
体
系
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

医
学
は
基
礎
医
学
と
臨
床
医
学
と
が
主
柱
を
な
し
、
（
社
会
医
学
は
未
だ
こ
の
こ
ろ
は
存
在
し
な
い
と
言
っ
て
よ
い
状
態
で
あ
っ
た
）
教
育
制
度

も
こ
の
順
を
踏
ん
で
進
歩
し
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
「
提
綱
」
は
た
と
え
藺
書
の
翻
訳
と
い
う
わ
が
国
に
と
っ
て
充
分
な
誇
り
と
は
言
い
得

な
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
鎖
国
の
中
に
あ
り
な
が
ら
西
欧
諸
国
の
進
歩
し
つ
つ
あ
っ
た
医
学
の
知
識
を
と
り
容
れ
て
近
代
的
な

医
学
、
医
療
へ
の
発
芽
の
役
目
を
担
っ
た
と
い
う
点
に
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

参
考
資
料

（
１
）
宇
田
川
榛
斎
講
、
諏
訪
俊
記
「
和
蘭
内
景
医
範
提
綱
」
巻
一
’
三
、
風
雲
堂
藏
版
、
青
華
閣
発
見
、
文
化
乙
丑

五
お
わ
り
に



長与健夫：「医範提綱」にみる生理機能の説明 19()

（
５
）
大
鳥
蘭
三
郎
弓
遠
西
医
範
」
と
「
医
範
堤
綱
」
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
一
三
九
七
、
一
四
○
一
号
、
昭
和
四
十
九
年
、
五
十
年

（
６
）
大
滝
和
雄
弓
西
説
内
科
撰
要
」
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
一
三
九
一
～
一
三
九
九
号
、
昭
和
四
十
八
年
～
五
十
年

（
７
）
長
与
健
夫
「
江
戸
中
期
の
医
師
た
ち
（
上
・
中
・
下
）
」
『
日
本
医
事
新
報
」
二
一
七
一
三
号
、
六
一
九
頁
、
平
成
七
年

（
８
）
杉
本
っ
と
む
編
「
図
録
・
藺
学
事
始
」
医
範
提
綱
一
七
○
～
一
七
二
頁
、
早
大
出
版
部
、
昭
和
六
十
年

（
９
）
大
槻
玄
沢
「
重
訂
解
体
新
書
」
巻
四
’
九
、
文
政
丙
戌
上
梓

（
恥
）
酒
井
シ
ヅ
「
解
体
新
書
」
と
「
重
訂
解
体
新
書
」
『
大
槻
玄
沢
の
研
究
」
九
九
～
一
五
七
頁
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
元
年

へ
２
）

〆
、

（
３
）

（
４
）

大
鳥
蘭
三
郎
『
宇
田
川
榛

］
．
Ｎ
バ
ワ
ー
ス
（
金
久
卓

慶
大
出
版
会
、
平
成
十
年

富
士
川
瀞
「
医
範
提
綱
」
二
○
頁
、
日
本
医
学
史
、
日
新
書
院
、
昭
和
十
六
年

大
鳥
蘭
三
郎
『
宇
田
川
榛
斎
の
「
遠
西
医
範
」
研
究
余
録
』
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
三
一
三
号
、
二
四
五
頁
、
昭
和
十
九
年

『
・
園
バ
ワ
ー
ス
（
金
久
卓
也
・
鹿
島
友
義
訳
）
『
日
本
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
先
駆
者
た
ち
ｌ
宇
田
川
玄
真
・
「
医
範
提
綱
」
の
こ
と
」

、
平
成
元
年

（
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
）

八
七
頁
、



IntroductiontotheKnowledgeofPhysiologyin66IhanTeiko,''

ComparedwithThatof6GJyutei-Kaitaishinsho''

byTakeoNAGAYO

Bytranslatingimporteddutchbooksonanatomyandphysiology,UdagawaGenshin(1769-

1824)wrotethebooktitled{@IhanTeiko''(ConciseModelofMedince)in1805.Owingtothevast

volumeofthisbook,hispupilFujiiHohteisummarizeditto3volumes.Withtheseprocedures,

thebookbecamewidelyknownandreadamongphysicianswhohadaninterestinDutchstyle

medicine,especiallythefunctionoftheorgans,andtissue.

Thephysiologicalfunctionsofeachorganandtissueweredescribed,withanatomical

explanations.

Inthisarticle,stressisputontheconsiderationofphysiology.Fromtheviewpointofpresent

knowledge,theshortagesandmisunderstandingsofthefunctionsarealsocommentedon.

Althoughthisbookshowssuchclassicalinmaturities,ithadgreatinHuenceonJapanese

physiciansinpromotingthelevelofknowledgefrompre-moderntomodernmedicine,eveninthe

timeoftheclosed-doorpolicy.

（
言
爲
）
巾
函
恕
抑
写
鰕
棉
澤
朴
忍
幽
特
、

４
３
４

戸
⑥
戸


